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り増殖が困難なのに対 し､クラスター化により時間的な棲みわけ (time sharing
system)を実現しているわけである｡ こういったクラスター化の由来は代謝反応
と取り込みのダイナミクスにある不安定性にある｡これによって2つの細胞の状態
の微小な差がマクロな差にまで増幅されるのである｡
●段階3:分化の固定化 :分裂によりさらに細胞数が増すと､平均 した化学成分が
細胞によって異なりはじめる｡ つまり成分1が多い細胞グループとか､どの成分も
同様に持っている細胞のグループというように分かれ､それは固定する｡振動のパ
ターン､周期もグループごとで異なるようになり､分裂も一斉には起こらない｡
･段階4:分化の伝播:上で分かれたグループはその性質を子孫の細胞に伝える｡つま
り､A型の細胞から分裂した細胞はA型になるといったことである｡ここでは遺伝情
報を表に出さなくても形質の伝播が起こったこと､細胞の性質が固定(determination)
されたことに注意しよう｡
●段階5:階層的分化 :分裂が続いて細胞数が更に増すと､上で分かれたグループが
少しだけ化学成分の異なるサブグループに分かれていく｡つまりA型からはA l､
A2のタイプが生まれ､B型からはBl､B2のタイプが生まれるというようなこ
とが起こっていく｡ その意味では段階4でのA型の細胞は以降のその系列の細胞の
幹細胞となっている｡
以上で注意すべきは､この分化過程はそのなるべく遺伝情報にプログラムされている一
というよりも､相互作用を通して生成されたとみるべきであるということである｡では､
分化形質の伝播は細胞間相互作用を通して記憶されているのであろうか､それとも細胞内
の化学成分の値によって記憶が生まれたとみなせるのであろうか｡このためにはある細胞
をとりだして別な状況においた時にやはりその子孫が同じ形質を保っているのかを見れば
よい｡こういった移植シミュレーションの結果によると､ある範囲では細胞内に記憶がで
きているとみなしてよいことがわかった｡
以上は空間的には一様した場合であるが､空間的に局所的な相互作用を考えた場合は
細胞分化とともに空間的に非-様なパターンがつくられ形態形成へとつながっていくなど
様々な拡張が可能である｡ このような結果をふまえて､生物系のネットワークの分化と多
様性に対して冒頭で述べた"isologousdiversifctaion"を構成していくことを考えているC
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